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納
期
と

口
座
振
替
日
の
お
知
ら
せ

　

８
月
31
日
は
、

固
定
資
産
税
（
２
期
）

市
県
民
税　
（
２
期
）

国
民
健
康
保
険
税
（
３
期
）

介
護
保
険
料
（
３
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
２
期
）

の
納
期
お
よ
び
口
座
振
替
日
で

す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
場
合
は

残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
税
務
課
☎
内

線
２
１
５
・
２
１
６

特
別
児
童
扶
養
手
当

所
得
状
況
届
に
つ
い
て

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
中

の
方
は
８
月
31
日
（
金
）
ま
で
に
所

得
状
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

所
得
状
況
届
の
必
要
な
方
に

は
、
個
別
に
通
知
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
確
認
下
さ
い
。

＊
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
…

　

�

20
歳
未
満
で
中
度
以
上
の
障
が

い
が
あ
る
児
童
を
養
育
し
て
い

る
父
母
・
養
育
者
に
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉
保
健
課

自
立
支
援
係
☎
72
︱
０
３
３
３

（
内
線
５
１
０
）

児
童
扶
養
手
当

現
況
届
に
つ
い
て

　

８
月
は
、
児
童
扶
養
手
当
（
母

子
・
父
子
手
当
）
受
給
者
の
現
況

届
出
の
月
で
す
。届
出
が
な
い
と
、

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
手
当
を
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

届
出
の
必
要
な
方
に
は
、
８
月

上
旬
に
個
別
に
通
知
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
必
要
な
書
類
な
ど
を
ご

準
備
の
上
、
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉
保
健
課

子
育
て
支
援
係
☎
72
︱
０
３
３

３
（
内
線
５
０
４
）

児
童
手
当
の
更
新
手
続
き
を

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

児
童
手
当
の
現
況
届
は
毎
年
６

月
に
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。
提
出
が
な
い
と
支
給
停
止

と
な
り
ま
す
。

　

現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
て
い
る

方
は
至
急
、
６
月
上
旬
に
送
付

し
た
現
況
届
の
用
紙
・
印
鑑
・
保

護
者
の
保
険
証
な
ど
を
ご
持
参
の

上
、
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

て
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
５
月
以
降
に
児
童
手
当

の
新
規
申
請
を
さ
れ
た
方
は
今
年

度
の
現
況
届
の
提
出
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉
保
健
課

子
育
て
支
援
係
☎
72
︱
０
３
３

３
（
内
線
５
０
４
）

パ
ス
ポ
ー
ト
は

『
日
南
』
で
作
れ
ま
す

　

宮
崎
ま
で
行
か
な
く
て
も
、
日

南
で
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
が
で
き

ま
す
。

●�

場
所
＝
日
南
総
務
商
工
セ
ン

タ
ー（
宮
崎
県
総
合
庁
舎
１
階
）

●�

窓
口
開
設
時
間
＝
平
日
午
前
９

時
〜
午
後
５
時

●�

手
数
料
＝
10
年
１
６
，０
０
０

円
、
５
年
１
１
，０
０
０
円
（
12

歳
未
満
５
年
６
，０
０
０
円
）

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南
パ
ス

ポ
ー
ト
窓
口
☎
22
︱
２
７
１
５

家
庭
菜
園
や
露
地
で
野
菜
を

栽
培
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

〜
キ
ュ
ウ
リ
の
黄
化
え
そ
病
対
策

に
ご
協
力
下
さ
い
〜

　
「
キ
ュ
ウ
リ
黄
化
え
そ
病
」
が

県
下
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
病
気
は
、
ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ

ア
ザ
ミ
ウ
マ
と
い
う
虫
が
移
す
ウ

イ
ル
ス
病
で
す
。
ウ
イ
ル
ス
病
に

は
治
療
法
が
な
い
の
で
、
こ
の
病

気
に
か
か
っ
た
植
物
は
、
抜
き
取

っ
て
土
に
埋
め
る
か
、
大
き
な
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
枯
ら
す
な
ど

し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
病
気
に
か
か
る
と
…

　

葉
に
色
が
抜
け
た
よ
う
な
斑
紋

や
白
く
抜
け
た
よ
う
な
病
斑
が
広

が
り
、
さ
ら
に
病
気
が
進
む
と
、

果
実
の
品
質
が
悪
化
し
枯
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
地
域
内
に
定
着
さ
せ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
特
徴

　

体
長
１
㍉
程
度
の
と
て
も
小
さ

な
虫
で
ピ
ー
マ
ン
や
ナ
ス
、
キ
ュ

ウ
リ
な
ど
の
葉
や
花
に
つ
き
、
実

に
引
っ
か
い
た
よ
う
な
傷
が
で
き

た
り
、
ヘ
タ
の
と
こ
ろ
が
か
す
れ

た
り
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
症
状

が
見
ら
れ
た
ら
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

キ
ュ
ウ
リ
以
外
の
感
染
植
物

　

ニ
ガ
ウ
リ
や
ス
イ
カ
な
ど
ほ
か

の
ウ
リ
科
野
菜
に
も
感
染
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ウ
リ
科
以
外

の
雑
草
に
も
う
つ
り
ま
す
の
で
、

定
期
的
に
除
草
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
栽
培
が
終
わ
っ
た
作
物

や
雑
草
を
放
置
す
る
と
、
ア
ザ
ミ

ウ
マ
の
住
み
処
や
病
気
感
染
に
繋

お
知
ら
せ



�

優
花は手がかから

ない娘です。夜

もよく寝てくれます

し、主人の協力もあ

って子育てを満喫して

います。笑ったり怒っ

たりしながら、毎日

成長していく優花を

見るのが一番嬉しい

ですね。名前のとお

り、人の気持ちの分

かる優しい子に育つ

ことを願っています。

(平成23年11月18日生)

木田 優
ゆう

花
か

木田和貴・沙緒里さんの長女
( 福島地区・西小路２区 )

ちゃん

宅
の
入
居
者
を
随
時
募
集
し
て
お

り
ま
す
。

　

主
な
資
格
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
現
在
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

②�

現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
方
（
一

部
単
身
可
）

③�

入
居
予
定
者
全
員
の
収
入
の
合

計
が
入
居
者
資
格
基
準
を
超
え

な
い
方

④
税
金
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

⑤
暴
力
団
員
等
で
な
い
こ
と

●�
問
い
合
わ
せ
先
＝
都
市
建
設
課

建
築
住
宅
係
☎
内
線
４
１
５

串
間
市
奨
学
資
金
奨
学
生

再
募
集

募
集
人
員
お
よ
び
貸
与
金
額

（
区
分
＝
人
員
／
貸
付
金
額
）

＊�

大
学
・
短
期
大
学
・
大
学
校
・

専
修
学
校
（
専
門
課
程
）
ま
た

は
大
学
院
に
在
学
す
る
者
＝
５

人
程
度
／
月
額
２
万
５
千
円

＊�

高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・

中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）

ま
た
は
専
修
学
校（
高
等
課
程
）

に
在
学
す
る
者
＝
５
人
程
度
／

月
額
１
万
５
千
円

出
願
の
資
格

①�

本
市
に
引
き
続
き
２
年
以
上
在

住
、
も
し
く
は
そ
の
世
帯
に
属

す
る
者

②�

高
等
学
校
ま
た
は
こ
れ
と
同
等

★お知らせのページ

◎休日在宅医

が
り
ま
す
の
で
、
栽
培
が
終
わ
っ

た
ら
す
ぐ
に
片
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
、
写
真
の
よ
う
な
症
状
に

気
付
い
た
り
、
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
・

ご
相
談
下
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
Ｊ
Ａ
は
ま
ゆ

う
（
串
間
）
☎
72
︱
０
４
６
４
、

南
那
珂
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
☎
21
︱
９
５
５
０

串
間
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

都
市
建
設
課
で
は
串
間
市
営
住

月　日 医 療 機 関 診　療　科 電　話

９月２日 県南病院 神・精・内科 72-0224

９月９日 みつとめ眼科 眼科 72-7000

９月16日 のだ小児科医院 小児科・アレルギー科 71-1112

９月17日 中島医院 内科・小児科 72-5202

９月22日 とめのファミリークリニック 内科・小児科 76-1425

９月23日 英医院 内科 74-1187

９月30日 島田外科医院 外科 72-5636

◎日曜給油店
月　日 給 油 店 名

９月２日 谷口本町店・井手産商串間店・坂元本城店・井手都井店

９月９日 坂元串間店・井上大束店・坂元本城店・冨山都井店

９月16日 井上仲町店・三協西小路店・津曲北方店・坂元本城店・
井手都井店

９月23日 片平本町店・井手産商串間店・坂元本城店・冨山都井店

９月30日 酒井串間店・井上大束店・坂元本城店・井手都井店

※�休日在宅医は変更になる場合があります。受診する前に医療機関もしくは
　テレフォンサービス（☎23-9999）にて必ずご確認ください。

募

集

以
上
の
学
校
に
在
学
す
る
学
徒

で
向
学
心
に
富
み
、意
志
堅
固
、

成
績
優
秀
、
品
行
方
正
、
身
心

共
に
健
康
で
あ
る
こ
と

③�

学
資
の
支
弁
が
困
難
と
認
め
ら

れ
る
こ
と

●�

貸
与
期
間
＝
貸
与
決
定
の
と
き

か
ら
奨
学
生
が
在
学
す
る
学
校

の
正
規
の
修
業
期
間
を
修
了
す

る
と
き
ま
で

提
出
書
類

　

次
の
書
類
を
教
育
委
員
会
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

必
要
書
類
は
教
育
委
員
会
に
あ

り
ま
す
。

①
奨
学
生
願
書
（
様
式
第
１
号
）

②�

奨
学
生
推
薦
調
書（
様
式
第
２
号
）

③�

在
学
証
明
書
（
在
学
す
る
学
校

長
が
発
行
し
た
も
の
）

④
住
民
票
謄
本（
同
一
世
帯
全
員
）

⑤
所
得
証
明
書（
同
一
世
帯
全
員
）

●�
募
集
期
間
＝
８
月
20
日
（
月
）

〜
９
月
21
日
（
金
）

●
採
用
決
定
の
時
期
＝
９
月
下
旬

●�

奨
学
金
の
返
還
方
法
＝
卒
業
時

か
ら
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
た

期
間
の
２
倍
に
相
当
す
る
期
間

内
で
返
還

●�

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間

市
教
育
委
員
会
学
校
政
策
課

〒
８
８
８
︱
８
５
５
５
串
間
市

大
字
西
方
５
５
５
０
番
地
☎
内

線
３
７
５
・
３
７
６
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選
者
を
選
出
。県
大
会
を
実
施
。

●�

表
彰
＝
最
優
秀
賞
、
漁
連
会
長

賞
、
お
さ
か
な
普
及
協
議
会
連

合
会
長
賞
、
水
産
団
体
長
賞
な

ど
の
表
彰
あ
り
。
各
賞
受
賞
者

に
は
賞
状
・
盾
の
ほ
か
商
品
券

の
授
与
あ
り
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
宮
崎

県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
指
導

部
漁
政
課
（
宮
崎
市
港
２
丁
目

６
番
地
）
☎
０
９
８
５
︱
28
︱

６
１
１
１

ヤ
ギ
飼
育
講
習
会

　
ヤ
ギ
好
き
集
ま
れ
！�

　

最
近
、
ペ
ッ
ト
と
し
て
も
ブ
ー

ム
の
ヤ
ギ
。
除
草
目
的
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
癒
し
効
果
の
あ
る
愛

玩
動
物
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い

る
ヤ
ギ
に
つ
い
て
、
ち
ょ
っ
と
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

＊�

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
「
市
民
発
！

に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
」
の
補
助

を
受
け
て
い
ま
す
。

●
日
時
＝
９
月
２
日
（
日
）

＊
午
後
１
時
〜
４
時

●�

場
所
＝
上
千
野
観
光
果
樹
園　

展
望
休
憩
室

●�

講
師
＝
農
学
博
士
・
中
西
良
孝

さ
ん
（
鹿
児
島
大
学
生
物
生
産

I NFORMATION 市役所の代表電話☎0987-72-1111��串間市のホームページ��http://www.city.kushima.lg.jp/

イ
ベ
ン
ト

シ
ー
フ
ー
ド
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

　

魚
食
文
化
の
継
承
と
主
菜
と
し

て
の
魚
介
類
の
良
さ
を
広
め
る
た

め
、
第
13
回
シ
ー
フ
ー
ド
料
理
コ

ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日
時
＝
９
月
18
日
（
火
）

●�

場
所
＝
宮
崎
県
水
産
会
館
４
階

第
一
研
修
室
・
調
理
実
習
室

●�

内
容
＝
「
30
分
以
内
で
で
き
る

メ
イ
ン
の
お
魚
料
理
」

＊�

魚
介
藻
類
が
主
材
料
に
使
わ
れ

て
い
る
こ
と

＊�

魚
類
は
「
み
や
ざ
き
の
魚
」
15

種
素
材
を
１
つ
以
上
使
う
こ
と

＊
下
ご
し
ら
え
は
し
な
い
こ
と

＊�

材
料
費
は
４
人
前
で
３
，
０
０

０
円
以
内
と
す
る

＊�

出
品
作
品
の
盛
り
つ
け
用
食
器

な
ど
は
各
自
持
参
す
る
こ
と

●�

資
格
＝
宮
崎
県
在
住
で
お
魚
料

理
が
好
き
な
方

＊
た
だ
し
、
ア
マ
チ
ュ
ア
に
限
る

●�

応
募
方
法
＝
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・
性
別
、

メ
ニ
ュ
ー
名
、
材
料
、
作
り
方
、

コ
ツ
な
ど
を
明
記
。

＊�

で
き
れ
ば
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
を

添
付
の
こ
と

●
応
募
締
切
＝
８
月
31
日
（
金
）

＊
当
日
必
着

●�

審
査
＝
全
応
募
者
の
中
か
ら
書

類
審
査
の
上
、
８
人
程
度
の
入

学
科
家
畜
生
産
学
講
座
）

●�

内
容
＝
ヤ
ギ
の
特
性
、
飼
育
方

法
・
放
牧
方
法
な
ど
に
つ
い
て

●
参
加
料
＝
無
料

●�

そ
の
他
＝
要
予
約
。
参
加
希
望

の
方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
「
串

間
で
ヤ
ギ
の
会
」
会
長
日
下
さ

ん
☎
０
８
０
︱
５
２
６
７
︱
４

０
６
１

第
４
回
放
送
大
学

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
夏
祭
り

●
日
時
＝
９
月
２
日
（
日
）

＊
午
前
10
時
〜
５
時

●�

場
所
＝
放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ

ン
タ
ー
（
日
向
市
役
所
隣
り
）

●
対
象
＝
一
般
・
学
生

●
参
加
料
＝
無
料

●�

内
容
＝
卒
業
研
究
・
中
間
発
表

会
、
パ
ネ
ル
展
示
、
視
聴
学
習

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
パ
ソ
コ
ン

体
験
、
学
生
作
品
展
、
抹
茶
接

待
ほ
か

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
放
送
大
学
宮

崎
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
８
２

︱
53
︱
１
８
９
３

①�

人
権
相
談
＝
９
月
10
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
・
本
城

支
所
研
修
室

②�

行
政
相
談
＝
９
月
24
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
・
市
役

所
１
階
Ａ
会
議
室

③�

年
金
相
談
＝
９
月
６
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
40
分
・

市
役
所
３
階
大
会
議
室

＊�

事
前
に
都
城
年
金
事
務
所
へ
予

約
（
１
カ
月
前
か
ら
可
）
を
お

願
い
し
ま
す
。

＊�

予
約
受
付
時
間
＝
平
日
午
前
８

時
半
〜
午
後
５
時
15
分

持
参
す
る
も
の

　

事
前
に
都
城
年
金
事
務
所
へ
の

電
話
確
認
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◇
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
な
ど

◇�

依
頼
状
（
本
人
以
外
の
方
が
代

理
相
談
す
る
場
合
）

＊�

依
頼
状
は
便
せ
ん
な
ど
に
①
代

理
人
の
氏
名
・
住
所
・
本
人
と

の
関
係
②
依
頼
す
る
方（
本
人
）

の
基
礎
年
金
番
号
・
氏
名
・
住

所
・
生
年
月
日
③
依
頼
内
容
を

記
入
し
、押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

＊�

こ
の
場
合
、
代
理
の
方
の
身
分

（
免
許
証
・
保
険
証
な
ど
）
確

認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

＊�

依
頼
状
は
市
民
生
活
課
年
金
窓

口
に
も
あ
り
ま
す
。

◇
そ
の
他

＊�
請
求
内
容
に
よ
り
、
必
要
書
類

が
異
な
り
ま
す
。

④�

法
律
相
談
＝
９
月
18
日
（
火
）

午
後
１
時
半
〜
３
時
半
（
要
予

約
）・
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

⑤�

夜
間
法
律
相
談
＝
９
月
12
日

（
水
）
午
後
５
時
半
〜
７
時
半

（
要
予
約
）・
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
会
議
室

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
①
総
合
政
策

課
協
働
推
進
係
☎
内
線
３
３

５
、
②
⑤
市
民
生
活
課
生
活
係

☎
内
線
２
５
５
、
③
同
市
民
係

☎
内
線
２
２
５
・
２
２
６
、
都

城
年
金
事
務
所
☎
０
９
８
６
︱

23
︱
２
５
７
１
、
④
社
会
福
祉

協
議
会
☎
72
︱
６
９
４
３

無
料
・
日
曜
相
談
所
開
設

（
遺
言
な
ど
の
法
律
相
談
）

　

左
記
の
と
お
り
、
法
律
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
料
は
無
料

で
す
。気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
期
日
＝
９
月
９
日
（
日
）

＊
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
＝
日
南
公
証
役
場

●�

内
容
＝
遺
言
、
相
続
、
高
齢
者

な
ど
の
財
産
管
理
、
不
動
産
な

ど
の
賃
貸
借
契
約
、
会
社
の
定

款
、
離
婚
時
の
契
約
な
ど

●�

そ
の
他
＝
予
約
制
の
た
め
、
平

日
に
事
前
の
電
話
予
約
が
必
要
。

＊�

受
付
時
間
＝
午
前
８
時
半
〜
午

後
５
時
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南
公
証
役

場
☎
23
︱
５
４
３
０

無
料
相
談



�

◎
健
康

Health

通
信

健
康

◎
環
境Environment

地い
の
ち球

の
メ
ッ
セ
ー
ジ

じ
ゃ
が
じ
ゃ
が岬じゃが子

●
温
室
効
果
ガ
ス
②

　

宮
崎
県
の
温
室
効
果
ガ
ス
に

含
ま
れ
る
C
O
2

排
出
量
の
う

ち
、
事
業
活
動
に
伴
う
も
の
は

全
体
の
約
70
％
を
超
え
て
い
ま

す
。
こ
の
C
O
2

を
削
減
す
る
た

め
、
社
会
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ

セ
ッ
ト
で
す
。
日
常
生
活
や
経

済
活
動
で
や
む
を
得
ず
排
出
さ

れ
る
C
O
2

が
存
在
し
ま
す
。

そ
の
排
出
量
に
見
合
っ
た
削
減

活
動
に
投
資
す
る
こ
と
な
ど

で
、
排
出
量
を
埋
め
合
わ
せ
る

考
え
方
や
活
動
の
こ
と
で
す
。

　

実
際
に
、
植
林
な
ど
で
直
接

的
に
C
O
2

の
吸
収
量
を
増
や

す
、
潜
在
的
に
多
く
の
C
O
2

を
排
出
す
る
途
上
国
の
設
備
を

先
進
国
の
技
術
で
改
良
し
、
排

出
量
を
間
接
的
に
減
ら
す
と

い
っ
た
オ
フ
セ
ッ
ト
が
実
施
さ

れ
、
C
O
2

削
減
に
向
け
た
努

力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活

課
環
境
保
全
係
☎
内
線
２
５
２

る
場
合
、
そ
の
財
産
を
取
得
し

た
人
は
、
相
続
税
の
申
告
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

申
告
お
よ
び
納
期
限
は
、
被

相
続
人
の
死
亡
し
た
こ
と
を

知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
10
カ
月

以
内
で
す
。

公
売
に
参
加
し
た
い
と
き
は

　

公
売
と
は
、
差
し
押
さ
え
た

財
産
を
入
札
な
ど
の
方
法
に
よ

り
売
却
す
る
制
度
で
、
原
則
と

し
て
ど
な
た
で
も
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
公
売
は
全
国

の
国
税
局
や
税
務
署
で
行
っ
て

お
り
、
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

サ
イ
ト
を
利
用
し
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

公
売
の
日
時
や
公
売
財
産
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
公
売
を
実

施
す
る
国
税
局
や
税
務
署
の
掲

示
板
に
掲
示
す
る
公
売
公
告
に

記
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南
税
務

署
総
務
課
☎
22
︱
３
６
７
１

（
自
動
音
声
案
内
「
２
」
を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
）、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.nta.go.jp

使
っ
て
実
感
！

ネ
ッ
ト
申
告
「
ｅ‐Ｔ
ａ
ｘ
」

　
「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス

テ
ム
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）」
で
は
、
自

宅
や
オ
フ
ィ
ス
、
税
理
士
事
務

所
な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
、
国
税
に
関
す
る
各

種
手
続
（
①
所
得
税
、
法
人
税
、

消
費
税
、
酒
税
及
び
印
紙
税
の

申
告
、
②
全
て
の
国
税
の
納
税
、

③
納
税
証
明
書
の
交
付
請
求
及

び
法
定
調
書
の
提
出
な
ど
の
申

請
・
届
出
等
）
が
で
き
ま
す
。

財
産
を
相
続
し
た
と
き

　

亡
く
な
っ
た
方
の
財
産
を
相

続
や
遺
贈
（
遺
言
に
よ
っ
て
財

産
を
譲
る
こ
と
）
に
よ
っ
て
も

ら
っ
た
場
合
に
は
、
相
続
税
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

相
続
税
は
、
相
続
や
遺
贈
に

よ
っ
て
取
得
し
た
財
産
お
よ
び

相
続
時
精
算
課
税
の
適
用
を
受

け
て
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財

産
の
価
額
の
合
計
額
か
ら
債
務

や
葬
式
費
用
の
金
額
を
控
除

し
、
相
続
開
始
前
３
年
以
内
の

暦
年
課
税
に
係
る
贈
与
財
産
の

価
額
を
加
算
し
た
「
正
味
の
遺

産
額
」
が
基
礎
控
除
額
を
超
え

中
１
女
子
の
皆
さ
ん
、
忘
れ
て

い
ま
せ
ん
か
？

　
「
子
宮
頸
が
ん
」
と
い
う
言

葉
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。
子
宮
の
入
り
口
付
近

（
子
宮
頸
部
）
に
で
き
る
女
性

特
有
の
が
ん
で
す
。
20
〜
30
代

に
急
増
し
て
お
り
妊
娠
・
出
産

を
希
望
す
る
時
期
と
重
な
り
ま

す
。
結
果
ど
う
い
っ
た
可
能
性

が
あ
る
の
か
は
自
然
と
答
え
が

出
ま
す
よ
ね
。
そ
う
で
す
。
子

宮
を
失
っ
て
子
ど
も
が
生
め
な

く
な
っ
た
り
、
命
を
落
と
す
こ

と
も
。
実
際
、
日
本
で
は
年
間

１
５
，０
０
０
人
が
発
症
し
、

約
３
，５
０
０
人
が
死
亡
し
て

い
ま
す
。
子
宮
頸
が
ん
の
原
因

の
ほ
と
ん
ど
が
性
行
為
に
よ
る

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
の
感
染
。
一
部
の

方
は
が
ん
へ
と
進
行
し
ま
す
。

そ
れ
な
ら
ば
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
感
染

し
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の

で
す
。
そ
こ
で
有
効
と
さ
れ
て

い
る
の
が
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
前
に
ワ

ク
チ
ン
接
種
（
半
年
の
間
に
３

回
接
種
）
す
る
と
い
う
も
の
。

　

こ
の
ワ
ク
チ
ン
、
串
間
市
で

は
中
学
１
年
〜
高
校
１
年
生
に

相
当
す
る
女
子
を
対
象
に
無
料

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

串
間
の
接
種
状
況
は
昨
年
の

中
学
１
年
生
が
６
割
受
け
て
い

る
の
に
対
し
、
今
年
の
１
年
生

は
ま
だ
１
割
も
受
け
て
い
ま
せ

ん
。
命
と
子
宮
を
守
れ
る
ワ
ク

チ
ン
が
あ
る
の
に
、
受
け
な
い

の
は
も
っ
た
い
な
い
！
こ
の
夏

休
み
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
ま

し
ょ
う
。
た
だ
し
、
ワ
ク
チ
ン

を
受
け
た
か
ら
と
い
っ
て
安
心

は
禁
物
！
子
宮
頸
が
ん
の
予
防

は
、
あ
く
ま
で
も
ワ
ク
チ
ン
と

検
診
の
両
方
が
重
要
で
す
。

　

ま
ず
は
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
。
そ
し
て
20
歳
を
過
ぎ
た
ら

定
期
検
診
を
忘
れ
ず
に
！

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉
保

健
課
健
康
増
進
係
☎
内
線

５
０
８

◎
国
税
だ
よ
りNews from national tax
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狂
犬
病
予
防
法
で
は
犬
の
登
録
と

年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
第
１
回
目
を
４
月
に
実

施
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降
に
飼
い

犬
に
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
て
い
な

い
方
は
第
２
回
目
を
行
い
ま
す
の
で
、

都
合
の
良
い
場
所
や
時
間
に
合
わ
せ

て
必
ず
受
け
さ
せ
て
下
さ
い
。

　

第
２
回
目
の
予
防
注
射
は
下
記
日

程
に
よ
り
、
２
日
間
実
施
い
た
し
ま

す
。
当
日
、
犬
の
体
調
が
悪
か
っ
た

り
病
院
に
か
か
っ
て
い
た
り
、
妊
娠

し
て
い
る
場
合
の
注
射
は
避
け
、
後

日
の
体
調
が
良
い
と
き
に
動
物
病
院

で
接
種
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
犬
の
飼
い
主
の
住
所
変
更

や
犬
が
死
亡
し
た
場
合
は
、
市
民
生

活
課
環
境
保
全
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
犬
の
登
録
申
請
を
し
な
い
、
ま

た
は
犬
に
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
な

い
、
な
ど
の
場
合
は
20
万
円
以
下
の

罰
金
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
狂
犬

病
予
防
法
第
27
条
）。

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

散
歩
時
に
お
け
る
犬
の
フ
ン
の
後

始
末
は
き
ち
ん
と
行
い
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
放
し
飼
い
に
よ
り
地
域
の

方
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

狂
犬
病
と
は
？

　

狂
犬
病
は
犬
だ
け
で
な
く
、
人
間

を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
ほ
乳
類
動
物
に

感
染
し
ま
す
。

　

現
在
、
効
果
的
な
治
療
法
が
な
い

た
め
、
発
病
す
る
と
１
０
０
％
死
亡

す
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

【
料
金
】

●�

登
録
す
る
と
き
＝
３
，０
０
０
円

（
１
頭
あ
た
り
の
料
金
で
、
一
生

に
１
度
の
登
録
料
）

●�

注
射
を
す
る
と
き
＝
３
，０
０
０

円
（
１
頭
で
、年
１
回
の
注
射
料
）

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活
課
環

境
保
全
係
☎
内
線
２
５
２
・
２
５
３

日付 時　　間 会　場（行政区）

９
月
３
日
（
月
）

9：00〜 9：20 揚原公民館（揚原）

9：35〜 9：50 串間市役所　大束支所（上新町）

10：10〜10：30 南那珂共済組合駐車場（上町）

10：40〜10：55 串間市市民総合体育館下駐車場（西小路）

11：10〜11：30 今町公民館（東今町）

13：30〜13：45 市木中央公民館（中福良）

14：35〜14：50 都井基幹集落センター駐車場（迫）

15：05〜15：20 串間市役所　本城支所（上平）

９
月
４
日
（
火
）

9：00〜 9：15 有明児童公園（有明２区）

9：30〜 9：50 寺里　坂元石油店うら（寺里）

10：00〜10：20 泉町市民駐車場（泉町）

10：35〜10：50 農村環境改善センター（北方　屋治）

■�

愛
犬
の
登
録
お
よ
び
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犬
病
予
防
注
射
を
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け
さ
せ
ま
し
ょ
う

平
成
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年
度
第
２
回
目
の
畜
犬
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録
お
よ
び

狂
犬
病
予
防
注
射
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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総務費 役所の庁舎や支所の維持管理、事務、交
通安全対策、国際交流などに使います

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,631,396
76.3 78,399 円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,244,358

民生費 高齢者や障害者、児童福祉などの福祉の
増進に使います

3,865,996
93.6 185,785 円

3,619,327

農林水産業費 農林水産業の振興に使います 　　　　　　　　　　 643,144
81.7 30,907 円

　　　　　　　　　 525,181

土木費 道路や側溝、住宅などを作ったり、維持
管理をしたりします

　　　　　　　　　　 　　　　　　948,471
68.1 45,580 円

　　　　　　　　　　　　　  645,538

教育費 学校教育、社会教育に使います 　　　　　　　　　　　　　　797,686
94.6 38,334 円

　　　　　　　　　　　　754,356

災害復旧費 大雨や台風などの災害で被害を受けた個
所の復旧に使います

　 59,374
95.9 2,853 円

　 56,967

公債費 市の借入金の元金や利息の償還に使います 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,377,291
91.0 66,186 円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,252,773

その他 消防費、商工費、議会費など 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2,343,366
92.0 112,613 円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2,156,478

市　税 みなさんが納められる税 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,571,012
101.8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,599,779

地方交付税 国から市に交付されるお金 5,138,832
103.9

5,336,736

国庫支出金 国が市に支払う負担金や補助金など 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,332,990
96.6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,287,099

県支出金 県が市に支払う負担金や補助金など 　　　　　　　　　　　　　　　　1,202,757
87.0

　　　　　　　　　　　　　  　1,046,766

繰入金 基金（貯金）を取り崩して入るお金   206,508
99.8

  206,070

諸収入 預金利子や雑入など特定の科目に入らないもの 　　　　　211,105
91.4

　　　　192,970

市　債 市が資金調達のために借り入れたもの 　　　　　　　　　　　　　　　   1,033,692
51.8

　　　　　　　　 535,192

その他 地方消費税交付金などや財産収入、手数料など 　　　　　　　　　　　　　　969,828
99.9

　　　　　　　　　　　　　　968,897

　市民の皆さんが支えている「市の財政」の状況をより深く理解していただくため、市では財政事
情を年に 2 回お知らせしています。
　今回のお知らせでは、平成 23 年度下半期（平成 23 年 10 月 1 日から平成 24 年 3 月 31 日）
の財政事情について説明します。

◎平成 23 年度一般会計予算執行状況

串間市の財政事情を
お知らせします。

　◎串間市の概況
　　人　口　20,809 人　　世帯数　9,394 世帯
　　※どちらも平成 24 年 4 月 1 日現在の住民基本台帳より

収入率（%）

１人当たり
予算額執行率（%）単位：千円

単位：千円

予算額：116 億 6,672 万 4 千円　　収入済額：111 億 7,350 万 9 千円　　収入率：95.8％歳 入

予算額：116 億 6,672 万 4 千円　　支出済額：102 億 5,497 万 8 千円　　執行率：87.9％歳 出

上段：予算額
下段：歳入は収入済額、歳出は支出済額
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◎平成 23 年度特別会計の状況
　�特別会計とは、市が特定の事業を行う場合において、業務の煩雑さを避けるために、一般会計から切り離して、

特別に設置する会計のことです。略称として、特会（とっかい）と呼ばれています。

◎平成 23 年度公営企業会計予算執行状況

会　　計　　別
収　　　　入 支　　　　出

予　算　額 決　算　額 収 入 率 予　算　額 決　算　額 執行率

水 道 事 業
収益的（税込） 306,779,000 324,781,178 105.87% 379,933,000 363,628,544 95.71%

資本的（税込） 345,484,000 341,681,000 98.9% 461,417,000 454,820,512 98.57%

病 院 事 業
収益的（税込） 1,834,803,000 1,813,965,475 98.9% 1,826,904,000 1,760,668,398 96.4%

資本的（税込） 120,682,000 118,057,000 97.8% 200,778,000 200,776,096 100%

【財政のまめ知識】
　�一般会計と特別会計と企業会計の関係について

　一 般 会 計：�教育や福祉はもとより、新しい道路の整備、生活ごみの対策など基本的な行政サービスを行う

ための経費を一般会計で整理しています。

　特 別 会 計：�国民健康保険や後期高齢者医療制度、下水道、簡易水道など特別な事業で、収入が特定され、

その収入によって運営するものを特別会計といいます。

　公営企業会計：�特別会計の一つであり、水道事業と病院事業については、企業性を持つ事業として、民間企業

と同様に、独立採算の原則の下で経営を行っています。

　　　　　　　　※独立採算とは、サービスなどの対価として受け取る料金などによって経営するものです。

【基本的なこと】
　�　会計年度末（３月31日）までに発生し、確定した債権や債務について所定の手続きを完了し、現金の未収や

未払の整理を行うために、会計年度終了後の４月１日から５月31日までの期間が「出納閉鎖期間」として設け

られています。

　�　その終期にあたる５月31日を「出納閉鎖期日」といい、年度会計における一切の出納は終了します。した

がって、３月31日現在の執行状況がそのまま決算額となるものではありません。

区　　分 予算現額（千円） 収入済額（千円） 収入率（％） 支出済額（千円） 執行率（％）

一  般  会  計 11,666,724 11,173,509 95.8 10,254,978 87.9

特　
　

別　
　

会　
　

計

国 民 健 康 保 険 3,640,365 3,233,675 88.8 3,187,898 87.6

後 期 高 齢 者 医 療 660,029 555,615 84.2 553,341 83.8

簡  易  水  道 187,006 181,036 96.8 146,837 78.5

農 業 集 落 排 水 36,740 35,609 96.9 35,237 95.9

公 共 下 水 道 200,696 136,272 67.9 146,268 72.9

漁 業 集 落 排 水 3,080 2,977 96.7 2,726 88.5

物 品 50,439 50,435 99.9 50,435 99.9

介 護 保 険（ 事 業 勘 定 ） 2,399,391 2,323,108 96.8 2,168,060 90.4

介護保険（サービス事業勘定） 26,772 26,094 97.5 24,148 90.2

市 木 診 療 所 61,852 57,524 93.0 52,798 85.4

計 18,933,094 17,775,854 93.9 16,622,726 87.8
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■ 水道事業会計決算の概要
　平成23年度末における給水人口は行政区域内人口20,889人に対し、14,189人で前年度より135人減少し、給水戸数は

6,278戸で前年度より9戸増加しました。年間総配水量は1,916,596㎥で前年度より99,923㎥（4.96％）減少し、年間総有

収水量は1,658,964㎥と伸び悩み、前年度より116,141㎥（6.54％）減少しました。有収率は86.56％です。

　収益的収支は、収入額309,107,095円（消費税抜き）、支出額は360,583,754円（消費税抜き）で51,476,659円の純損

失が生じました。

　資本的収支は、収入額341,681,000円（消費税込み）に対し、支出額454,820,512円（消費税込み）で、資本的収入額

が資本的支出額に対して不足する額113,139,512円につきましては、当年度分消費税等資本的収支調整額12,489,266円、

過年度分損益勘定留保資金100,650,246円で補てんしました。

　平成23年度の主な事業内容として、平成22年度から3ヵ年事業で東区高度浄水施設整備事業を進めており、平成23年

度の事業費は303,116,223円で、事業内容は建築工事、電気・換気工事、送水管布設工事、井牟田水源地機械室・原水槽

工事等、浄水場外柵工事などを行いました。単独事業としまして、揚原浄水場専用回線ケーブル張替工事等673,050円、

その他設備改修工事等を実施しました。

■ 串間市民病院事業会計決算の概要
　平成23年度は、泌尿器科医師２名、麻酔科医師１名が就職し、平成２２年度休止していた透析を５月より再開できまし

た。今後も、医師確保を行い地域の中核病院としてますます高度化・専門化する医療に対応できるよう機能充実を図って

参ります。

　１日平均患者数は、入院86.2人、外来285.0人で、収益的収入額は、1,810,525,580円（消費税抜き）、収益的支出額は、

1,776,698,037円（消費税抜き）で、33,827,543円の黒字決算となりました。

　資本的収入額は、118,057,000円（消費税込み）で、資本的支出額は、200,776,096円（消費税込み)で、資本的収入額

が資本的支出額に不足する額82,719,096円は、過年度分損益勘定留保資金82,641,004円及び当年度分消費税及び地方消

費税資本的収支調整額78,092円で補てんしました。

区　　　分 数量及び金額
土　　　　　地 3,584,679.84 ㎡
建　　　　　物 137,458.49 ㎡
山　　　　　林 1,002.51ha
有　価　証　券 1,915 千円
出資による権利 57,218 千円
債　　　　　権 95,000 千円
物　　　　　権 50,985 千円
基　　　　　金 3,202,480 千円

◎市有財産の現在高
区　　　分 予算現額（千円） 一人当たり予算額（円）

市　　民　　税 542,594 26,075
固 定 資 産 税 818,625 39,340
軽 自 動 車 税 57,572 2,767
市 た ば こ 税 115,000 5,526
特別土地保有税 0 0
合　　　　　計 1,533,791 73,708

◎市民負担の状況

◎市債の現在高
会　計　区　分 借入残高（千円） 構成比（％）

一 般 会 計 9,777,102 84.5
簡 易 水 道 特 別 会 計 630,597 5.5
農 業 集 落 排 水 特 別 会 計 258,182 2.2
公 共 下 水 道 特 別 会 計 879,998 7.6
漁 業 集 落 排 水 特 別 会 計 14,402 0.1
市 木 診 療 所 特 別 会 計 11,330 0.1
合 　 　 　 　 　 計 11,571,611 100.0
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区　　分 住 民 基 本 台 帳 人 口
（ 年 度 末 ） 歳 出 額 　 Ａ 実 質 収 支 人 件 費 　 Ｂ 人 件 費 率

（ Ｂ −Ａ ）
（参考）

21 年度の人件費率

22年度 (23.３.31）
21,062人

千円
11,492,000

千円
248,225

千円
2,359,209

％
20.5

％
20.9

⑴　人件費の状況�（普通会計決算）

（注）人件費には、特別職に支給される給料・報酬等を含む。

区　　分 職 員 数   A
（ Ｈ 2 4 . 4 . 1 ）

給 与 費 一人当たり給与費
（B/A）給      料 職  員  手  当 期末・勤勉手当 計    B

24年度 242人 千円
914,218

千円
152,746

千円
328,205

千円
1,395,169

千円
5,765

⑵　職員給与等の状況�（普通会計予算）

（注）１  職員手当には退職手当を含まない。
　　　２  給与費は当初予算に計上された額であり、共済費を除く。

区　　分
一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

平 均 給 料 月 額 平 均 給 与 月 額 平 均 年 齢 平 均 給 料 月 額 平 均 給 与 月 額 平 均 年 齢

串間市 円
317,100

円
364,453

歳
41.1

円
414,900

円
423,800

歳
59.40

⑶　職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（24年 4月 1日現在）

区　　分
串　間　市

決定初任給 採用２年経過日給料額

一般行政職 大学卒 172,200 185,800
高校卒 140,100 149,800

技能労務職 大学卒 172,200 185,800
高校卒 140,100 149,800

⑷　�職員の初任給の状況��（24 年 4月 1日）
区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 252,200 290,100 344,400
高校卒 207,000 252,200 290,100

技能労務職
大学卒 252,200 290,100 344,400
高校卒 207,000 252,200 290,100

⑸　職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（24 年 4月1日現在）

（注）  経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の
年数をいうものである。

区　　分 1 級 ２級 ３級 4 級 5 級 6 級 計

標準的な
職務内容

主事及び
技師の職務

主事及び
技師の職務

主事及び
技師の職務

係長・主査・主
事・技師の職務

課長補佐
係長・主査の職務

課長及びそれに
相当する職務

職員数 20人 19人 42人 40人 58人 16人 195人

構成比 10.3% 9.7% 21.5% 20.5% 29.7% 8.2% 100%

参　

考

１年前の
構成比 9.7% 8.7% 20.5% 22.6% 30.8% 7.7% 100%

２年前の
構成比 8.7% 11.2% 18.9% 21.4% 32.7% 7.1% 100%

⑹　一般行政職の級別職員数の状況

区　　分 合　　計 一般行政職 技能労務職

23年度

職員数（A） 190人 189人 1人
普通昇給期間(12〜24月)を
短縮して昇給した職員数（B） 8人 8人 0人

比率（B）/（A） 4.2% 4.2% 0%

22年度

職員数（A） 189人 187人 2人
普通昇給期間(12〜24月)を
短縮して昇給した職員数（B） 10人 10人 0人

比率（B）/（A） 5.2% 5.3% 0%

⑺　�昇給期間短縮の状況

（注）１   串間市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
　　　２   標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

串 間 市 職 員 給 与 等 の 公 表
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区　　分 串　　間　　市 国

期末手当

勤勉手当

（23年度支給割合） （23年度支給割合）
　　期末手当 　　勤勉手当 　　期末手当 　　勤勉手当

6月期 1.25月分 0.675月分 6月期 1.25月分 0.675月分

12月期 1.35月分 0.675月分 12月期 1.35月分 0.675月分

計 2.60月分 1.35月分 計 2.60月分 1.35月分

職制上の階級、職務の階級による加算措置 職制上の階級、職務の階級による加算措置
4級
5級
6級

本俸×７%
本俸×７%
本俸×10%

3級
4〜5級
6〜7級
8級

本俸×５%
本俸×10%
本俸×15%
本俸×20%

退職手当

（支給率） 　　自己都合 　　勧奨・定年 （支給率） 　　自己都合 　　勧奨・定年
勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

23.5月分
33.5月分
47.5月分

59.28月分

30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

23.5月分
33.5月分
47.5月分

59.28月分

30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

その他の加算措置（定年前早期退職者特例措置） その他の加算措置（定年前早期退職者特例措置）
退職時 2%〜20%加算 退職時 2%〜20%加算
特別昇給 特別昇給
1人当たり
平均支給額 187千円 23,862千円

⑻　職員手当の状況

（注）１ 退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額である。

特殊勤務
手　　当

（22 年度）

区　　分 全　職　種
職員全体に占める手当支給職員の割合 13.87%
支給職員1人当たり平均支給年額 78,550
手当の種類(手当数) 10

代表的な
手 当 の
名　　称

支給額の多い手当 消防業務（夜間特殊業務・救急業務）
放射線業務・薬剤業務・検査業務

多くの職員に
支給されている手当 消防業務

（注）割合・支払年額については、普通会計分で企業会計分は除く。
　　　普通会計の特殊勤務手当（月額）については平成21年度より廃止。

時 間 外
勤務手当

23年度
支給総額 40,183千円
職員1人当たり
支給年額 165千円

22年度
支給総額 57,739千円
職員1人当たり
支給年額 236千円

（注）支給総額、職員１人当たり支給年額は普通会計のみの数値です。

区　　分 内          容 国の制度との異同 国の制度と異なる内容

扶養手当

・配偶者13,000円
・配偶者以外6,500円
・ 職員が扶養親族でない配偶者を有する場合の一人

目の扶養親族11,000円

同

住居手当

・ 月額23,000円以下の家賃を支払っている職員は
家賃の月額から12,000円を控除した額

・ 月額23,000円を越える家賃を支払っている職員
は家賃の月額から23,000円を控除した額の1/2
（その控除した額の1/2が16,000円を超えると
きは16,000円）に11,000円を加算した額

同

通勤手当

1Km　〜　　2Km未満
2Km　〜　　5Km未満
5Km　〜　10Km未満

10Km　〜　15Km未満
15Km　〜　20Km未満
20Km　〜　25Km未満
25Km　〜　30Km未満
30Km　〜　35Km未満
35Km　〜　40Km未満
40Km　〜　45Km未満
45Km　〜　50Km未満
50Km　〜　55Km未満
55Km　〜　60Km未満
60Km以上　　　　　 　

0円
2,000円
4,100円
6,500円
8,900円

11,300円
13,700円
16,100円
18,500円
20,900円
21,800円
22,700円
23,600円
24,500円

同
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区　分
部　門

職　　員　　数
対 前 年 度 増 減 数 主 な 増 減 理 由

平成 24 年 平成 23 年

一
般
行
政
部
門

議　　　会
総　　　務
税　　　務
農　　　水
商　　　工
土　　　木
民　　　生
衛　　　生

5
59
16
29

9
19
38
13

5
64
16
29

9
19
39

9

−５

−１
４

欠員不補充、その他

その他
その他

小　　　計 188 190 −２

特
別
行
政

教　　　育
消　　　防

21
34

20
34

１ 組織の見直し

小　　　計 55 54 １

公
営
企
業
等

病　　　院
水　　　道
そ　の　他

97
8

24

97
8

24

小　　　計 129 129

合 　 　 　 計 372 373 −1

区　　分 給 料 月 額 等

給　

料

市　　長
副 市 長
教 育 長

688,500円
566,720円
503,100円

報　

酬

議　　長
副 議 長
議　　員

365,000円
322,000円
310,000円

期
末
手
当

市　　長
副 市 長
教 育 長

(23年度支給割合)
  6月期     1.400月分
12月期     1.550月分

計      2.95月分

議　　長
副 議 長
議　　員

(23年度支給割合)
  6月期     1.425月分
12月期     1.575月分

計      3.00月分

⑼　�特別職の報酬等の状況 (23 年 4月 1日現在）

（注） 平成20年4月1日から、市長は給料の15％、副市長は給
料の12％、教育長は給料の10％をそれぞれ減額してい
ます。

市　長 副市長 教育長 議　長 副議長 議　員

宮 崎 市 1,053,000 840,000 713,000 696,000 625,000 583,000

延 岡 市 911,000 770,000 680,000 516,000 471,000 435,000

都 城 市 940,000 715,000 675,000 500,000 420,000 400,000

日 向 市 865,000 692,000 618,000 433,000 379,000 358,000

日 南 市 783,000 638,000 545,000 378,000 325,000 311,000

西 都 市 672,000 603,000 577,000 424,000 361,000 349,000

小 林 市 788,000 629,000 567,000 369,000 326,000 313,000

えびの市 570,500 526,500 476,200 357,000 315,000 304,000

串 間 市 688,500 566,720 503,100 365,000 322,000 310,000

参考��県内８市の特別職報酬等の状況（23年 4月 1日現在）

⑽　�部門別職員数の状況と主な増減理由（各年 4月 1日現在）

⑾　�定員適正化計画の数値目標及び進捗状況

①定員適正化目標
　�　串間市職員定員管理計画に基づき、職員数を平成 19年の 394 名を基準に平成 25年 4月 1日までに 22名削減する
ことを目標としています。
　　平成 24年 4月 1日現在の職員数は 372 名です。

②定員適正化手法の概要
　　事務事業のスクラップ・アンド・ビルドの徹底、組織の合理化、業務等の民間委託等に努めます。

（注）１ 職員数は一般職に属する職員数で、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。

（単位：円）



��

◎職員の任免及び職員数に関する状況報告書
　串間市の人事行政運営における公正性及び透明性の確保を図るため「串間市人事行政の運営等の状況の公表

に関する条例」が平成 17年 4月 1日に施行されました。市民の方々に広く公表し、よりよい人事行政運営を

目指していきます。

⑴　職員の採用の状況（平成 23年度） （単位：人）

区　分
試験の種類

合 計上級試験 中級試験 初級試験 社会人経験者試験 選考
一 般 事 務 3 2 1 6
土 木 技 師 2 　 2
消 防 士 3 3
看 護 師 5 5
保 健 師 1 1
社 会 福 祉 士 1 1
薬 剤 師 1 1
合 計 6 5 5 1 2 19

⑶　退職の状況（平成 23年度） （単位：人）

区　分 定年退職 定 年 前
希望退職

そ　の　他
合　計普通退職 分限免職 懲戒免職 死亡退職

一 般 行 政 職 5 4 　 9
医 療 職 1 6 7
消 防 職 1 　 1
企 業 職 　 0
合 計 5 5 7 0 0 0 17

⑷　勤務時間の状況（平成 23年度）
１週間の
勤務時間

勤務時間の割振り
始業 終業 休憩時間

38時間
45分 8:30 17:15 12:00〜

13:00

⑵　採用試験の実施状況（平成 23年度）

区　分 受験者数 第１次試験
合格者数

最終
合格者数

競争倍率
（倍）

一 般 事 務（上 級） 44 12 6 7.3
一 般 事 務（初 級） 29 8 4 7.3
一 般 事 務（社 会 人 経 験 者 ） 12 4 2 6.0
土 木 技 師（上 級） 2 1 1 2.0
建 築 技 師（上 級） 1 1 1 1.0
看 護 師 5 2 2 2.5
保 健 師 5 2 1 5.0

　 合 計 　 98 30 17 5.8

⑹　�勤務条件に関する措置要求及び不利益処分に関する
　　不服申立ての状況報告書（平成 23年度） （単位：件）

区　分 前年度現在
未処理件数

措置要求・
不服申立て件数 処 理 件 数 未 処 理 件 数

措 置 要 求 　
不 服 申 立 て 　

⑸　懲戒処分の状況（平成 23年度） （単位：件）

処分の事由 地方公務員法 戒 告 減 給 停 職 免 職 合 計

法 令 に 違 反 し た 場 合 第29条第1項第1号 　 0
職務上の義務に違反しま
た は 職 務 を 怠 っ た 場 合 第29条第1項第2号 3 3

全体の奉仕者たるにふさわ
しくない非行のあった場合 第29条第１項第３号 1 1

⑺　職員の研修に関する状況（平成 23年度）
区　分 件　数 参加者数

一 般 研 修 30 745
特 別 研 修 62 125
合 計 92 870

※一般研修・・・ 階層別研修、市民協働研修、メンタルヘルス研
修他

※特別研修・・・ 市町村職員研修センター、市町村アカデミー、
国際文化アカデミー他

⑻　職員の福祉及び利益の保護に関する事項（平成 23年度）
健康診断の種類 受診者数

定 期 健 康 診 断 424
人 間 ド ッ ク（1泊2日） 34
人 間 ド ッ ク（日 帰 り） 139
頸 部 健 診 5
脳 ド ッ ク 52
大 腸 が ん 健 診 20
子 宮 が ん 健 診 51
乳 が ん 健 診 57
前 立 腺 が ん 健 診 30
眼 科 健 診 61

※定期健康診断は、嘱託職員および臨時職員を含む。

⑼　公務災害補償の認定状況（平成 23年度）
区　　　　分 認定件数

公 務 災 害 3
通 勤 災 害 なし

⑽　勤務条件に関する措置の要求の状況（平成 23年度）
継続件数 措置要求件数

なし なし
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